聖マリアンナ医科大学病院に入院された患者さん・御家族の皆さんへ

AVALONダブルルーメンカテーテルの使用に関する後ろ向き研究について

（1）研究課題名
AVALONダブルルーメンカテーテルの使用に関する検討
（2）実施責任者
濱田　悠佑
（3）研究の目的
ECMO（体外式膜型人工肺）での治療を行うために血液を引き出すための管（脱血管）と血液を送るための管（送血管）の2本の管を挿入する必要がありますが、AVALONダブルルーメンカテーテルが新しく販売開始されました。このカテーテルを使用することで1本の管で両方の管の役割を行えます。そうすることで従来のカテーテルを使用したECMOに比べて少ない管の挿入で治療が行え、再灌流率が低下して効率のよい治療が行えると言われています。しかし、灌流量の限界は従来のカテーテルに比べて低く、治療で得られた結果からこのカテーテルの有効性と使用の適正となる体格を検討いたします。
（4）研究対象について
     　2020年2月1日～2022年9月30日の間に当院でV-V ECMO治療を受けた方が対象
　　　となります。
（5）研究実施期間
     　承認後～2025年8月31日
（6）抽出項目
性別、身長、体重、年齢、心拍出量、PaO2、SaO2、ヘモグロビン、cPaO2
（ECMO送血側酸素分圧）、cSaO2（ECMO送血側酸素濃度）、cSvO2
    （ECMO脱血側酸素濃度）
（7）プライバシーの保護について
      個人情報に関しては、対象の患者さんにこちらで番号を振りコード化を行い、この研究で
　　 は個人を特定できるような情報は一切登録されません。
（8）研究結果の公表について
　　 研究結果は、学会等で発表される予定です。
　   その場合も、個人を特定できる情報は一切含まれませんのでご安心ください。
（9）本研究への参加を希望されない場合下記までご連絡ください。
     この調査の対象となられる方で、ご自分あるいは御家族の情報を登録したくない場合は、 
　　 2023年３月31日までに下記連絡先までご連絡下さい。解析対象より除外いたします。
     尚、お申し出がなかった場合には、参加を了承していただいたものとさせていただきます。
また、本研究に協力しないことによって不利益な取り扱いを受けることはありません。
（10）問い合わせ先・相談窓口　　 　
　　川崎市立多摩病院　
    部署名：クリニカルエンジニア部
    内線番号：8503
    住所：〒214ー8525　神奈川県川崎市多摩区宿川原1丁目30‐37
    電話：044‐933‐8111 (代表)  
    担当：濱田　悠佑
    対応時間：平日8:30～17:00

